
■第二中学校区 A-2 【地域のありたい姿と必要なこと】 第２回 八王子市のみんなの未来を考えるワークショップ

ありたい姿
誰もが気軽に立ち寄れるお茶飲み場があるまち

すぐにやれる

時間がかかる

地域主体 行政主体

子どもや高齢者、障がい者など、誰もが気軽に交流する場があることで、まちへの意識（ありたい姿や問題点）や愛着
が湧く。誰でも行ける、いつでも開いている居場所が必要。自分たちが意見交換していく場が必要。

交流の場
土にふれる

ソーシャル
ファーム
(社会的企業)
をふやす

想い

自分たちの
まちづくりの
意見交換の場を

つくる

見守りのための
情報収集の
しくみづくり

地域の
リーダーが

必要

子どもと
高齢者を
むすび
つける

どういう情報が
あるのか
みんなに

伝わっていない

障害者も
いっしょに
遊べる

ユニバーサル
デザインの発信

と周知
(広報･HP･お知らせ）

提案が実現する!!
若者議会や

女性議会の実施

居場所
「まちの保健室」

をつくる

ユニバーサル
デザインの
公園づくり

・話ができる場が必要

・お茶飲み場（井戸端会ギ）

・行政を利用していく

・自分らしく

行政主体
ではなく

地域の意見を
きく

「コミュニティ･
ファーム」

みんなで使える地域
の畑をつくる

そこからリーダーが
生まれる 行政から与えられるものではなく、

地域で生きていく人たちが中心と
なって活動し、行政を利用していく



■第二中学校区 A-2 【地域のありたい姿と必要なこと】

誰でも
うけとれる

子どもと
高齢者を
結びつける

第２回 八王子市のみんなの未来を考えるワークショップ

情報を
バリアフリーに
(ユニバーサル
デザイン)

(障がい、外国
人)

ユニバーサル
デザイン

<自分らしく>
色んな立場の人が意見
を言って施策を提案で
きる場を増やす！
若者議会など

いま活動している
組織とうまく
連けいする

地域の発電所
(ソーラー等)
(防災)

立場・性別・年齢
に関わらず
交流ができる
お年寄りがいる
場所で子育て広場

をひらく

・拠点が必要
(いつも開いて
いる)
・集まりやすい
入り口をつくる
小イベント等

健常者や障害者
も一緒に楽しく
遊べる公園の
ある町(八王子)

交流の場を
みんなの空間(公共のあ
そび場、オフィス、畑)
をふやす。
公園や公民館など
無料でだれでもつかえ
る場を大切に

コミュニティ
ファーム

(土いじりでつ
ながる）

子ども 高齢者

施策提案

自治機能を
高める

(市役所や
福祉団体と

協力)
町会・自治会

づくり

安心センター
での高齢者
見守り

(ネットワーク
づくり)

地域社会が好き
八王子が好き
子供から高齢者
までを見守る
地域づくり

風水害や震災から
身体の悪い人、高齢者
他を市役所・関連団体

の支援を受け
町会・自治会の単位で
組織を造り、見守り、
助け合う地域（町）

集まろうとする
人たちを

つなげる役割の
人が必要

地域に相談
（健康・医療）
できる場がある

子供の大切な命が失わ
れ悲しい事ばかりです。
地域の皆が身の回りに
関心を持っていれば
気が付く事があり、
社会福祉、行政、学校
へつなぐ事が出来ます。

・育児放棄
・いじめなどを
地域社会で
見守る

高齢者へも
おれおれ詐欺犯罪
から守る事も出来
ると思います。

少子高齢社会が進み八王
子市も高齢化率が25％を

越えて行き、
一方出生率は下がって
いく中で育児放棄、

子供への虐待、学校では
いじめ暴行、不登校、
引きこもり、自殺など

交流の場
学校に行けなく
てもいられる場
をつくる

情報

横のつながり

見守り

障害者

つなげる人
居場所

LGBT

コミュニティ
ファームが
欲しい

(共通のツール)

必要のない
「性別」の欄を

なくす
女・男でわける
必要のないものは

わけない
<自分らしく>

<自分らしく>
障がいの有無に
関わらず、一緒
に働ける場を

ふやす

高齢者と
子どもの
見守り

居場所を
つくる


